
 

表 3.2-4：旧 ODA大綱に記載された政府開発援助の効果的実施のための方策、我が国の基礎生活分野への支援での実行度 

政府開発援助の効果的実施のための方策 関連性 コメント 

方策「(1)相手国からの要請・考え方を十分勘案しつつ、開発途上国に関する情報の収

集・分析を進め、開発政策等の基本認識を相手国との間で共有するため、密接な政策

対話を推進する。 

高い ボリビア政府と定期的には対話を通じ、「開発政策などに対する

基本認識を共有した」。対ボリビア国別援助計画は文書にまとめ

られていなかったことが改善課題であった。 

方策「(2)開発途上の多様な発展段階及び援助需要に的確に対応するよう、有償資金協

力、無償資金協力及び技術協力の各援助形態並びその外の協力の特性を最大限生かし、

その有機的連携・調整を図る。 

高い 1997年度までは JICAボリビア事務所では援助スキーム別に分か

れて協力案件の形成・実施業務を行っており、各援助形態などの

特性を最大限に生かした計画・実施は行われていなかった。 

方策「(3)必要に応じ、他の先進国の援助機関、国連諸機関、国際金融機関、我が国の

地方公共団体及び労働団体、経営者団体その他の民間団体等との適切な連携・協調を

図る、特に、国際機関を通ずる協力については、政府開発援助についての我が国の考

え方がその活動に十分反映されるように努めるとともに、国際機関の有する専門的知

識、政治的中立性等の特質を十分生かすように努める、また民間援助団体（NGO）と

の連携を図るとともに、その自主性を尊重しつつ、適切な支援を行う。」 

高い 現地聞き取り調査結果（詳細は 3.2参照）によると、評価対象期

間中には、他の先進国の援助機関、国連諸機関、国際金融機関な

どとの連携や協調はあまり実施されず、我が国の政府開発援助の

考え方が十分に理解されていなかった。予防接種拡大計画の形成

時に NGO への意見徴収を行うことはあったが、基本的に NGO

との連携は草の根無償資金協力を通じて行われることが多かっ

た。 
方策「(4)我が国及び離陸に成功した東アジア、東南アジア諸国等の開発政策の経験の

活用を図る。」 

低い 基礎生活分野と関連薄い。 

方策「(5)環境問題に関する支援を進めるに際しては、我が国が環境保全と経済成長の

両立に成果を挙げていることを踏まえ、その技術、ノウハウを活用する。 

低い 基礎生活分野と関連薄い。 

方策「(6)開発途上国の発展段階に適した技術移転などに資するため、必要に応じ当該

技術に関する技術開発に取り組むとともに、他の開発途上国の有する知識や技術の十

分な活用を図るための支援を行う。」 

高い 保健医療と水セクターでは国別特設研修を継続して実施し、ボリ

ビアの現地事情に配慮したカリキュラムを組み、技術移転が行わ

れた。 

方策「(7)我が国の持つ技術、ノウハウ等について、公的部門のみならず、民間部門か

らもその活用を図るとともに、民間の行う技術協力を支援する。 

低い 基礎生活分野と関連薄い。 

方策「(8)国境を越えた地域的規模の問題に対応するため、国際機関及びアジア太平洋

経済協力（APEC）等の地域協力のための枠組みとの連携強化を図る。 

低い 基礎生活分野と関連薄い。 

方策「(9)政府開発援助と直接投資、貿易が有機的連関を保ちつつ実施され、総体とし 低い 基礎生活分野と関連薄い。 

 



 

て開発途上国の発展を促進するように努める。このため、貿易保険、日本輸出入銀行

を通じた民間経済協力との連携強化を図るとともに、民間経済協力の促進を図る。 

方策「(10)適切な案件を採択できるように案件発掘・形成のための協力及び調査を充実

する。また今後の協力にも資するよう第三者による評価及び他の国との合同評価を含

めた評価活動を充実する。」 

高い 要請主義が前提のため、当時のセクター課題を分析した上で、案
件発掘や形成が行われていなかった。JICA 専門家や JOCV 隊員

が案件発掘や形成に関わるケースも多かった。 

方策「(11)開発途上国に関する地域研究、開発政策研究、政府開発援助の総合評価など

を推進する。」 

低い 基礎生活分野と関連薄い。 

方策「(12)開発への女性の積極的参加及び開発からの女性の受益確保について十分配慮

をする。」 

高い ラパス母子病院機材整備計画やサンタクルス地方公衆衛生向上
計画など、女性（母親）を対象とした案件が実施された。 

方策「(13)子供、障害者、高齢者等社会的弱者に十分配慮する。」 高い 小学校建設計画、ラパス母子病院機材整備計画など、子供に配慮
を行う案件が実施された。 

方策「(14)開発途上国における貧富の格差及び地域格差の是正に配慮する。」 高い 地方地下水開発計画など、地域格差の是正に配慮した案件が実施
されたものの、全体的にはプロジェクトサイトは都市部に偏りが

ちであった。案件形成時には、貧困マップをあまり考慮に入れて

いなかった。 

方策「(15)我が国の政府開発援助を巡って不正や腐敗を惹起しないようにする。 低い 基礎生活分野と関連薄い。 
 

 


